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②ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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巻頭文
5月からの新緑はきれいです。春爛漫な陽

気になりました。

暖かい季節になると、お日様がまぶしく

て、たまらなく気持ちいいです。

ゴールデンウィークはみなさんはどのよ

うに過ごしますか？

８階レスパイトに入ります。８階の人と

お買い物したいです。映画やごはんが楽し

みです。

２０１１年の春 松本恵司

障がい者は外に出ようボランティア募集
来る五月二十二日 日 予備日五月二十九日 毎年恒例となりました 障（ ）《 》 、「

がい者は外に出よう」のボランティアを募集したいと思います。今年は地震

の影響もあり目的地を葛西臨海公園から港区周辺に変更しました。一班二名

の車椅子障害者と一名の歩行可能な軽度の障害者及び七～八名のボランティ

アで構成しています。障害者と一緒に散策して談笑して一日を過ごしていた

だきます。

今現在、バリアフリーになっているとはいっても、まだまだ街には階段が

多く、車椅子利用者にとっては不便です。行きたいところにもいけず家に引

きこもっている障害者も多いはずです。そんな障害者を外に出して見聞を拡

めてもらおうと思い始めました、この企画も月日を経て今年で二十八回をむ

かえました。毎年約百名前後の参加者にご協力いただいています。今年もボ

ランティアさんにご協力願いたいので募集を募ろうとこの場を借りて記事に

。 、 。しました 今年のボランティアの締切は五月の二日 月曜日となっています

ので皆様お誘いのうえ風の子会内 ま「障がい者は、外に出よう」実行委員会

でご連絡下さい その際 連絡先をおたずねしますので ご了承下さい ボ。 、 、 。（

尚、この目的意外には一切ランティア保険に加入するため必要になります。

）スタッフ一同お待ち申上げています。使用しません

尚、ボランティアの締切は、五月二日・障害者は四月三十日となっていま

す。よろしくお願いします。

実行委員長 三木 直人



信号待ちをしていると、向こう側に見覚えのある懐かしい顔があることに気づく。

グリーンのシャツにラフなパンツスタイルで、髪は昔のまま適当に一つにまとめている。

僕といた頃より少し大人びて見えるが、雰囲気はそのころと変わらない。

「おーい、とも・・・」

呼びかけようとして挙げた手がふと止まる。彼女の隣には、僕の知らない誰かが優しく寄り

添っていたのだ。挙げかけた手を下ろし、サングラスをかけ直すと同時に信号が青に変わる。

僕は歩き出す。

彼女も歩き始める。

隣の、僕の知らない誰かと一緒に。

時はいつも前にだけ進む。決して過去には戻らない。僕と彼女の間に何があったとしても、

それは結局過去のこと。今の僕には繋がらない。僕は僕の人生を歩んでいて、彼女は彼女の道

。 、 。 、を進んでいる その二つが再び交差することは もしかしたらもうないのかもしれない でも

彼女といた頃は僕はとても幸せだったし、記憶の中での素敵な思い出だ。今は触れられないも

のでも、心の中ではいつも温かく、決して忘れてはいけないもの。

彼女は僕に気づかないまま、信号を渡りきる。

僕も、声をかけないまま、信号を渡る。

生まれ変わったら、

こんなシチュエーションを演じてみたい今日この頃・・・

ロマンティック塚

③ ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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キャリアウーマンになって素敵なオフィスで働き

たい。

理想の人と社内で出会い、お付き合いをしたい

なぁ～と思う

なかなか、そう上手くは行かないんだけど上手

く行ったら良いなと思う。

右田 麿子

～もしも生まれ変わるなら～



今
年
の
５
月
で
５
０
歳
に
な
る
が
、
年
齢
と
共

に
手
足
の
力
が
抜
け
て
し
ま
い
一
時
、
何
も
出
来
ず

寝
た
き
り
に
な
っ
た
。
最
近
は
足
が
動
く
よ
う
に
な
り

パ
ソ
コ
ン
が
打
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

上
記
の
経
験
か
ら
す
る
と
二
度
と
障
害
者
に
生
ま
れ
て
来
た
く

な
い
。
今
、
又
は
来
世
生
ま
れ
変
わ
れ
た
ら
健
常

者
に
な
り
、
仕
事
は
会
計
士
か
医
療
・
福
祉
関
係

を
し
な
が
ら
、
困
っ
て
い
る
人
を
一
人
で
も
多
く

助
け
て
あ
げ
た
い
。
例
え
ば
障
害
者
や
高
齢
者
の

。

、

介
護
を
し
た
り
等

今
年
の
三
月
十
一
日
に
東
北

関
東
な
ど
で
大
地
震
が
起
き
東
京
で
も
そ
の
日
だ

け
で
震
度
五
弱
が
三
回
も
来
た
。
東
北
地
方
を

中
心
に
関
東
地
方
の
茨
城
県
な
ど
で
津
波
が
来。

た
り
家
が
壊
れ
す
る
な
ど
の
大
震
災
と
な
っ
た

学
校
な
ど
で
避
難
し
て
い
る

人
が
多
く
そ
の
人
々
へ
の
募

金
や
食
料
を
送
っ
た
り
現
地

へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き
家

を
建
て
直
し
や
食
料
を
運
ん
で
あ
げ
た
り
話
し
相

手
な
ど
色
々
し
た
い
。

出
来
れ
ば
ス
ー
パ
ー
マ
ン
に
ド
ラ
え

も
ん
の
ポ
ケ
ッ
ト
を
付
け
れ
ば
世
界
中

を
飛
び
回
り
何
で
も
出
来
て
い
い
な

あ
！
！
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僕の、もしも生まれ変われるならというのは、

動物ならば、白鳥や鶴のような鳥になり、大空を翼を広げて羽ばた

いてみたいです。というのも、今僕は

季節の変わりめで、緊張が強く体の節

々が痛いので、そう思うのかもしれま

せん。

もう一つは医学博士になり、今までにない薬を発明を

したいです『障害の重い人が軽くなる薬』や『錠剤を服用をしなくても花粉

症などの病気を治すもの』などを発明をして、有名人

になりたいです。この二つに生まれ変われるのなら

ば、どちらでも良いかなぁ・・・。

田中 聡



３
月
の
学
習
会
は
計
５
回
。
１
週
目
は
本
来
予
定

決
め
だ
が
、
ひ
な
祭
り
が
近
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
ひ
な
祭
り
的
な
何
か
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
急
遽
決
ま
っ
た
こ
と
な
の
で
準
備
す
る
こ
と

も
あ
ま
り
で
き
ず
、
と
り
あ
え
ず
お
内
裏
様
の
烏
帽

子
に
見
立
て
て
兜
を
新
聞
紙
で
折
っ
て
み
ん
な
で
被

っ
て
み
た
り
、
ひ
な
祭
り
的
な
菓
子
を
み
ん
な
で
食

べ
た
り
、
甘
酒
を

作
っ

て

飲

ん

だ

り
、
と
い
う
よ
う

な
こ
と
を
し
て
ひ

な
祭
り
的
な
雰
囲

気
を
み
ん
な
で
味

わ
っ
て
み
よ
う
と

試
み
た
。

２
週
目
。
普
連
土
学
園
の
学
生
が
体
験
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
風
の
子
に
や
っ
て
き
た
。
昨
年
ま
で
は

通
常
作
業
日
に
来
て
い
た
の
だ
が
、
今
年
は
学
習
会

と
重
な
っ
た
た
め
に
み
ん
な
で
交
流
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
が
企
画
や
工
房
の
仕
事

を
紹
介
し
た
り
、
学

生
が
学
園
生
活
に
つ

い
て
話
し
た
り
し

た
。
普
連
土
学
園
は

福
祉
に
対
す
る
意
識

が
強
く
、
様
々
な
福

祉
経
験
を
学
生
が
し

て
い
る
こ
と
に
驚
い

た
。３

週
目
は
２
週
遅
れ
の
予
定
決
め
。
こ
の
日
僕
は

休
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
が
な

さ
れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
決
ま
っ
た
内
容
を
見

る
限
り
は
あ
り
き
た
り
な
も
の
ば
か
り
と
い
う
印
象

が
強
い
。
し
か
も
具
体
的

な
詰
め
の
部
分
が
甘
い
も

の
も
多
く
、
せ
っ
か
く
予
定
決

め
と
い
う
時
間
を
設
定
し
て
話

し
合
い
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら

も
う
少
し
積
極
的
に
議
論
に
参

加
す
る
気
持
ち
も
大
事
な
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
た
（

あ
く
ま

で
も
個
人
的
感
想
で
は
あ
る

が

。
）

４
週
目
。
先
月
日
本
を
襲
っ

た

未
曾
有
の
大
震
災
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
感
じ
た
こ
と
、
思
っ

た

こ
と
を
語
り
合
っ

た
。
風
の
子
に

い
た
人
達
は
高
浜
荘
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
停
ま
っ
て
し
ま
っ

た
り
、

送
迎
時
の
道
が
大

混
雑
で
車
が
全
く

動
か
な
か
っ
た
り
な
ど
大
変
な
思
い

を
し
て
い
た
よ
う
だ
。
今
後
ま
た
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
た
と
き
、
風

の
子
と
し
て
ど
う
す
べ
き
か
、
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
み
ん
な
で
思

。

、

案
し
た

そ
れ
に
関
連
し
て

外
に
出
よ
う
に
つ
い
て
も
行

う
べ
き
か
行
わ
な
い
べ
き
か

議
論
し
た
。

５
週
目
は
ビ
デ
オ
鑑
賞
。
み
ん
な
が
選
ん
だ
タ
イ

ト
ル
は
『

シ
ュ
レ
ッ
ク

。
怪
物
が
お
姫
様
を
助
け
出

』

し
て
恋
に
落
ち
る
と
い
う
典
型
的
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ア
ニ
メ
。
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
の
フ

ル
デ
ジ
タ
ル
ア
ニ
メ
は
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
が
高
く
見
応

え
も
そ
れ
な
り
に
は
あ
っ
た
。
し
か
し
学
習
会
と
い

う
時
間
を
使
っ
て
テ
レ
ビ
を
た
だ
観
て
い
る
だ
け
と

い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
せ
め
て
鑑
賞

後
に
感
想
を
言
い
合
う
な
ど
し
な
け
れ
ば
学
習
会
と

い
う
形
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
常
々
思

っ
て
は
い
る
の
だ
が
。

小
野
塚

航
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⑥ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２０１１年４月２７日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第５１８１号 風の子便り

「今回風の子を奉仕先として選んだ

のは家が近いから、と簡単に決めた

のですが良い選択だったと思いま

す。優しい職員の方々や面白くて楽

しい利用者の皆様はとてもフレンド

リーで緊張もすぐ和らぎました。実

際に奉仕としてお手伝いをさせて頂

く時も皆さん笑顔で何も苦ではあり

ませんでした。何よりありがとうと

言って頂けるとやりがいがありまし

た。何度か奉仕を体験してきました

が風の子が一番楽しかったです。皆

様沢山お話して下さってありがとう

ございました 」。

普連土学園 高1 林 麻優美

風の子会は和気あいあいと

していてアットホームな雰囲

気でとても楽しく、あっとい

う間に帰る時間となってしま

いました。私はいわゆる障害

者の方々とコミュニケーショ

ンをとる事が初めてで、皆さ

んをお迎えに行く時は緊張し

ていたのですが、帰る時には

全く疲れはなく逆に元気にな

って帰ることが出来ました。

一日お世話になり本当にあ

りがとうございました。

普連土学園 高1石丸 瑠美

三月九日に普連土学園から高校一年生

の実習生が来て下さいました！

このページでは一日風の子を体験した

生徒さんの感想を紹介したいと思いま

す！！



賛助会のご報告とお礼

⑦ ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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日頃、風の子会の活動にご理解、ご支援をいただきありがとうございます。おかげさま

で今年も多くの方々に賛助会にご加入いただきました。皆様の暖かいご支援に対し、厚く

お礼申し上げます。

賛助会の基金は、本来は長期の計画や、大きな額の資産となるものの購入などに充てる

ために積み立てるべきものですが、運営財政状況が逼迫しておりますので、昨年度も通常

運営費に繰り入れさせていただきました。ここにご報告をさせていただくとともにお礼申

し上げます。

賛助会員の方々は次の通りです。充分注意してはおりますが、万一誤りや、漏れがございましたら深くお詫び

申し上げますとともに、ご連絡下さいますようお願い申し上げます。ありがとうございました。

賛助会員ご芳名（平成 年３月３１日 現在）５０音順２３

相蘇正義様、東寿司、阿部りょう子様、雨宮蓉子様、飯尾直美様、飯田キエ子様、飯塚潤一様、井口良夫様、市川美江

様、市川由紀子様、井出初子様、井出義文様、伊野秀信様、岩田徳五郎様、内田茂様、大野誠様、大野正美様、ゆきみ

様、岡竹徹様、岡本和子様、小倉英克様、小野田和子様、小野塚智香子様、金子豊様、金子和子様、金子好守様、神谷

和子様、神谷之和様、黒澤フミ様、小久保薫様、小西雅子様、小林高史様、佐々木厚子様、塩崎良子様、島田美登様、

鈴木公子様、諏訪敏子様、仙頭邦子様、園部裕干様、高野定雄様、カネ様、滝口雅祥様、立石豪様、田中聡様、田中紀

義様、あけみ様、田中マサ子様、谷島イクヱ様、司城多喜子様、不二様、中井英代様、長坂富紗子様、長野松男様、中

山進様、中山信孝様、長谷川誠様、波多野順治様、栄子様、羽鳥貞子様、原田洋子様、平沼実華様、福島幸子様、福島

照行様 、松本成子様、真部千代子様、丸毛波津様、三木順子様、右田麿子様、美智子様、美馬貴志様、武藤金一様、森、

部様、諸角始子様、山形和子様、山岸久雄様、山崎真理子様、山本喜美枝様、湯川揚子様、吉水和男様、吉本道子様、

渡部一元様、和田省三様、渡辺さよ子

以上 ８３名様

匿名の方 ７名様。合わせて ９０名様

合計 ８４万８千円

平成２３年４月

風の子会・総務部
（担当職員 岡本裕介 ０３－３４７４－９６７４）



特定非営利活動法人「風の子会」
賛助会任意加入のお願い

ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ⑧
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日頃、風の子会の活動にご理解、ご支援を頂きありがとうございます。おか
げさまで風の子会は 「一人ぼっちの障害者をなくそう」のスローガンのもと、、

。 。活発な活動を続けることができております 皆様には心より感謝申し上げます
さて、風の子会は「自立支援法」に基づく運営に移行しています。この制度

のもと、従来の仕組みを変えていかなければならないこともいくつかあり、財
政的にも厳しい状態が今年度も続いております。私どもも手探りでの運営です
が、何とかこの 年を乗り切って参りました。自立支援法はまだいろいろと状1
況が変わりつつありますので、少しでも良い方向に改正されていくことを望ん
でおります。

ご承知の方もおいでかと思いますが、風の子会には賛助会という制度があり
ます。これは、ご加入頂いた方から賛助会費を頂き、主に資金面でのご支援を
お願いするもので、昭和６１年（１９８６年）より設けられているものです。
本来は、車椅子用車両購入や整備、新しい事業などのために資金を積み立てる
ことを目的に設けられたものですが、現状では上記のように財政が逼迫してお
りますので、賛助会費は通常の運営費用に組み込ませて頂いております。

すでに多くのご協力を頂いている皆様には重ねてのお願いで恐縮ですが、是
非、賛助会の趣旨をご理解の上、新たにご加入下さいますようお願い申し上げ
ます。また現在風の子会の一般会員になっておられる方も、賛助会にもご加入
頂けると幸いです。

賛助会会員の方には、風の子会の機関誌「風の子便り」をお送りし、会の活
。 、 、動をご報告いたします ご加入頂けます方は 同封の振込用紙をご利用頂くか

下記口座へのお振込をお願い申し上げます。

賛助会費： 年間一口３，０００円以上お願いできれば幸いです。
郵便振込先： 「風の子会」 口座番号 00150-2-170884

銀行ご利用の方は、下記口座へお願いします。
銀行名： 三井住友銀行 三田通り支店（店番号６２３）
口座名： 特定非営利活動法人 風の子会賛助会
口座番号： 普通 ６８６４４９４

賛助会についてのお問い合わせは担当職員 岡本裕介（03-3474-9674）へお願い
いたします。

平成２３年４月 特定非営利活動法人 風の子会
会長 花田 政國
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三月 五日【旅行の行き先について】

今回の旅行は、かんぽ以外でも大丈夫です。

また来週詳細を話します。

十九日【旅行の行き先決め】

沢山候補を挙げてもらいましたので、多数決で数を絞りました。

『かんぽの宿草津』と『富士レークホテル』と『箱根高原ホテル』

の三つです。

二十六日【旅行行き先を絞る】

以前挙がった三箇所の、各々周辺にどんな施設等が在る

かを教えてもらい、其れを踏まえて行き先を決め、

『富士レークホテル』が第一候補となりました。

外に出ようの行き先だった葛西臨海公園は、

交通が不便なため港区に変更しました。来週改めて、

キャッチコピーを決めます。

田村 亮彦
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わたるのドミトリーライフ
【ドミトリーとは英語の つまり寮という意味】dormitory
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第３６話 イチの卒業を祝って（今回もまだ中編）

ホテルに戻ると慌ただしくスーツに着替える。夕食を予約したレストランにはドレスコー

ドがあり、身なりを整えなくてはならないのだ 「リクルートスーツしか持ってないんだけ。

ど、いいのか？ 「いいんじゃねえの 「僕なんか入学式のときに着たやつですよ」イチとヒ」 」

ロセがあたふたしながら着替えをしている姿を見つつ「似合ってるよ」と笑いを抑えながら

僕は言う。言いながら僕も着替えをまとめ、マルボロを咥えていると「ヅカシどう？ 変じ

ゃない？」と不安げな顔をしながらドレスを纏ったトモが部屋から出てきた。いいかげんな

シャツに汚れきったデニム姿のトモに見慣れ過ぎていたせいか、あまりの変わりぶりにマル

ボロを落としそうになる 「ま、まあ、悪くないんじゃね？」指でマルボロをしっかり掴み。

ながら言う 「でもこれ夏用だからちょっと寒いかも・・・ 「店内はあったかいだろうし、。 」

行くまではコート着てればいいだろ 「じゃ、借りるね！」言いながら当然のように僕のコ」

ートを手に取る。

それぞれに着替えを終えて、レストランに向かう。部屋からレストランまでは長い渡り廊

下を通らねばならず、しかもそこはガラス張りになっていて外の景色を眺める事ができるよ

うな造りになっているので日が暮れてくるとけっこう冷える 「ヅカシのコート借りて正解。

だったね 「それはよかった」ドレスの上から僕のピーコートを覆っているトモの姿を眺め」

るというのは、なんだか不思議な気分だった。渡り廊下を渡りきり、レストランへと上がる

。 。エレベーターに乗る エレベーターに乗った段階でイチはすでに緊張感がマックスのようだ

「こういう店行くの、慣れてないからな 「俺だってそうだ。ま、今夜はおまえの卒業祝い」

。 」 。なんだ 腹くくれよ 額にうっすらと汗が浮き出ている彼を見て笑いを抑えながら僕は言う

そしてエレベーターはホテルの最上階へと着いた。

レストランに入り、予約していたテーブルに向かう。窓際の席で蓼科湖が一望できる。日

が完全に沈むまであと少しという時間で、湖は赤く映えている 「わあ、きれい！ 「ぎりぎ。 」

り間に合ったな 「夕焼けですね 「壮観だな」それぞれに感想を言いながら席に着く。コー」 」

ス料理をあらかじめ頼んでいたので、自動的にオードブルから順に配膳されていく。食前酒

を手にとって乾杯の音頭を取る んじゃまあ イチの卒業祝いってことで 何か言えよ 俺。「 、 、 」「

が？ なにも用意してねえぞ 「何でもいいんだよ 「・・・ったく」言いながらもイチは少」 」

し背筋を整える 「えー、今日はわざわざこんな席を作ってくれて本当にありがとう。正直。

に言って無理かなと思っていたんだけど、なんとか無事に卒業に至る事ができました。思え

ば大学１年目は・・・ 長くなりそうなので乾杯！ ですね イチ卒業おめでとー！ ・」「 」「 」「 」「

・・おい・・・」４人でグラスをカチリと合わせて、オードブルに手をつける。

「４月からは、どうするんだ？」舌平目のムースを切りながら訪ねる。慣れない料理にて

こずりながらイチは応える 「町田あたりにアパートを探してる。しばらくはバイトでつな。

ぎながら今後のことを考えていくさ 「そっか・・・ 「ヅカシこそ、どうなんだよ？」泡の」 」

きれかけているビールグラスを眺めながら考え込む 「どうすっかなぁ・・・ 「大丈夫か。 」

よ？」やや怪訝な顔をしながらイチは言う。グラスの残りを空けながら「必死に卒業を目指

すしかないだろ」と返すことしかできなかった。

～ まだ続くのかよ？ ～
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そんな中僕は「青い芝の会」に入会したのだ
が、まだそんな器でもないのに役員になりた
かったのだ。母は、そんな僕にこう言った。
「稔は役員になりたいらしいけど、貴方は、
まだ、早いと思うわよ。でも稔、私は今にど
こかの会で、貴方を必要とするところが
きっと出て来ると思うわよ 」自分の母を誉め。
るわけではないが、母は非常にやる気にさせることがうま
い人だった。だからいつも、僕はいい意味で母にだまされ
続けていたのである。そんなある日の夜、母は僕にこう切
り出したのである 「稔これから貴方は大人になると、女。
の子が好きになると思うの。そして貴方だったらその娘と

こ

結婚出来ると思うわよ 」今考。
えてみると母は、この頃から
僕の将来がわかっていたのか
も知れない。

太田 稔

僕
の
生
い
立
ち

～
第
六
話
～

、 、※ 太田稔さんの連載は 和栗さんの連載同様

。 。一月毎の掲載となりました 何卒ご了承下さい
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寄付のお礼

スケジュール

、全体集会５月１４日

、外に出よう。５月２２日

、外に出よう５月２９日

予備日
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私は、もう二度と聞かないと思い、また
聞きたくもなかった、言葉が、またも聞か
されるとは、思いもよらぬことであったの
だ。その言葉、私が子供の頃から青春の頃
まで、あり悪夢のような戦時中の言葉で標
語でもあった、それが東日本大震災で
非常時日本である。非常時と言う言葉、ま
さに重大な最悪の出来事が起きた時だけに
使う言葉なのである。
だからこそ、今度の放射能物質の流失には
日本の国民は憤りお感じている。こんなこ
とは二度と起こしてはいけないのである

和栗 顕太郎

僕が今いちばん心配している
のは、原発事故による放射能汚
染です。(この号が出る頃には、
解決していればいいのですが）
僕がこんなに心配したことは、
滅多にありませんが、今度ばか
りは心配せざるおえません。生
きていると何が起こるか分から
ないものだと思います。

太田 稔
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